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出
発
し
て
参
加
し
た
育
成
会
な
ど
、
ま
さ
に

全
道
か
ら
の
参
加
で
し
た
。

　
会
員
70
育
成
会
の
う
ち
、
26
育
成
会
が
会

場
で
出
席
、39
育
成
会
が
委
任
状
で
の
出
席
、

合
計
65
育
成
会
で
過
半
数
を
大
き
く
超
え
て

総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
精
神
医
療

担
当
課
長
西
本
司
様
、北
海
道
教
育
庁
特
別

支
援
教
育
担
当
局
長
新
居
正
人
様
、北
海
道

知
的
障
が
い
福
祉
協
会
会
長
大
垣
勲
男
様
、

北
海
道
障
が
い
者
職
親
連
合
会
事
務
局
長 

支
倉
光
一
様
を
ご
来
賓
に
迎
え
、
西
本
様
と

新
居
様
か
ら
は
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
会
長
挨
拶
、
ご
来
賓
の
紹
介
、
ご
挨
拶
の

あ
と
、
議
長
に
伊
達
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

事
務
局
長
木
嶋
隆
志
氏
、議
事
録
署
名
人
に

北
広
島
市
し
ょ
う
が
い
児
者
を
持
つ
親
の
会

事
務
局
長
中
川
民
恵
氏
、登
別
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
会
長
東
田
美
智
子
氏
を
選
出
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
・
会
計
決
算
お

よ
び
監
査
報
告
、令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
～
８
年
度
の
理
事
お
よ
び

監
事
の
選
任
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
創
立
70
周
年
に
な
り
、
７
月
12

日
に
創
立
70
周
年
記
念
特
別
研
修
会
、
９
月

27
日
に
は
創
立
70
周
年
記
念
全
道
大
会
千
歳

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
事
務
局
か
ら
、
70

周
年
記
念
特
別
研
修
会
へ
の
参
加
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
道
大
会
の
実
行

委
員
長
で
あ
る
千
歳
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会 

青
木
繁
雄
会
長
か
ら
、
記
念
講
演
の
講
師
に

精
神
科
医
の
香
山
リ
カ
氏
を
迎
え
る
こ
と

や
、
札
幌
国
際
情
報
高
校
吹
奏
楽
部
の
ダ
ン

プ
レ
演
奏
、
３
つ
の
分
科
会
が
行
わ
れ
る
こ

と
、
本
人
大
会
の
準
備
も
進
ん
で
い
る
こ
と

ご
尽
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
、
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
会
長
及
び
副
会
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
（
２

０
２
５
年
度
）
の
定

時
総
会
が
、
５
月
26

日
㈪
、
か
で
る
２
・

７
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
道
各
地
か
ら

52
名
の
皆
さ
ん
が
会

場
に
集
ま
り
ま
し

た
。
前
日
の
夜
行
バ

ス
で
参
加
し
た
育
成

会
や
、
当
日
早
朝
に

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
全
道
か

ら
の
参
加
と
支
援
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
最
後
に
、
退
任
さ

れ
る
理
事
の
皆
様
か
ら
お
一

言
ず
つ
ご
挨
拶
を
頂
き
、
会

場
か
ら
感
謝
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。長
年
に
わ
た
る
、

【
速
報
】

ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ

ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
inin
函
館
函
館

日
　
時
：
２
０
２
５
年
10
月
18
日
㈯

　
　
　
　
13
：
00
～
18
：
00

会
　
場
：
函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
：
２
、
５
０
０
円

内
　
容
： 

勉
強
会
、
バ
ス
観
光
（
五
稜

郭
タ
ワ
ー
、
旧
函
館
区
公
会

堂
、
函
館
山
） 役

員

令
和
７
～
８
年
度

会
　
長
　
佐
藤
　
春
光

副
会
長
　
樋
口
　
賢
治
、
長
江
　
睦
子

理
　
事
　 

中
島
紀
久
代
、
畠
山
志
の
ぶ
、

東
　
　
則
子
、
青
木
　
繁
雄
、

若
林
富
士
女
、
服
部
　
宗
弘
、

光
増
　
昌
久
、
初
山
　
聡
子
、

髙
橋
　
雄
介
、
千
葉
　
　
隆
、

青
山
　
弥
生
、
小
池
　
　
拓
、

山
田
　
大
樹
、
大
関
　
　
薫
、

竹
岡
　
好
恵
、
新
津
　
和
也
、

五
ノ
井
八
重
、
三
浦
　
鶏
一
、

山
田
　
由
紀
、
岩
間
　
安
泰
、

門
内
　
勇
治
、
大
垣
　
勲
男

監
　
事
　 

岡
田
光
次
郎
、
坂
井
　
　
篤
、

鈴
木
　
大
輔

育
成
会
が
存
在
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
確
か
め
合
お
う

令
和
７
年
度
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

定
時
総
会
開
催
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障
が
い
者
の
権
利
を
守
る
育
成
会
の
存
在

佐
藤
　
春
光

会
長
　
挨
拶

会
長
　
挨
拶

と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
本
当
に
育
成
会

の
存
在
と
い
う
の
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
や
家

族
の
声
を
代
弁
し
て
い
く
と
い
う
点
で
、
非
常
に
大

事
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
少
子
化
と
か
高
齢
化
と

か
言
わ
れ
る
大
変
な
中
で
、
育
成
会
を
発
展
さ
せ
て

い
く
と
い
う
点
で
、
今
日
、
出
席
さ
れ
て
い
る
会
員

の
方
は
、
そ
の
よ
う
な
思
い
も
持
っ
て
参
加
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
要�

旨
）

来
賓
　
挨
拶

来
賓
　
挨
拶

西
本
　
　
司
様

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課

精
神
医
療
担
当
局
長

先
生
の
記
念
講
演
や
、
ダ
ン
シ
ン
グ
ア
ン
ド
プ
レ
イ

ン
グ
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ン
プ
レ
で
有
名
な
札
幌
国
際
情

報
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
第
70
回
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い

盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
道
と
し
て
は
、
息
の
長
い
活
動
を
続
け
き
た
貴

団
体
に
対
し
、改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

本
日
の
総
会
、
そ
し
て
全
道
大
会
が
皆
様
に
と
っ
て

実
り
多
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

新
居
　
雅
人
様

北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局

特
別
支
援
教
育
担
当
局
長

す
べ
て
の
被
害
者
に
約
１
３
０
０
万
円
以
上
の
補
償

金
が
出
る
と
い
う
優
生
保
護
法
の
最
高
裁
判
決
が
出

た
こ
と
で
す
。
や
っ
と
そ
の
よ
う
な
判
決
が
出
ま
し

た
。

　
優
生
保
護
法
が
で
き
た
の
は
１
９
４
８
年
で
し
た
。

私
の
生
ま
れ
る
少
し
前
で
す
。
２
０
１
９
年
に
わ
ず

か
３
２
０
万
円
の
一
時
金
を
支
給
す
る
と
い
う
こ
と

を
国
会
で
議
決
し
ま
し
た
。
優
生
保
護
法
が
で
き
た

時
も
、一
時
金
も
、国
会
で
全
会
一
致
で
し
た
。当
時
、

交
通
事
故
な
ど
で
生
殖
能
力
を
失
っ
た
場
合
、
最
低

で
も
１
０
０
０
万
円
以
上
の
判
決
が
出
て
い
ま

す
。
大
事
な
こ
と
は
、裁
判
で
判
決
が
出
る
ま
で
、公

的
に
障
が
い
者
に
対
す
る
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
根

強
い
差
別
意
識
や
偏
見
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
恵
庭
の
裁
判
の
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
何
十
年
も
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
に
入
れ
ら
れ
て
、

年
金
も
全
部
搾
取
さ
れ
た
。
昔
、
三
丁
目
食
堂
事
件

の
裁
判
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
経
っ
て

る
の
に
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
北
海
道
に
も
ま
だ

ま
だ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が

あ
る
時
に
育
成
会
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
と
い
う
こ

　
大
変
広
い
北
海
道
の
各

地
か
ら
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
本
当
に
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
去
年
１
年
間
を
振
り
返

る
と
、『
万
歳
』
と
叫
ん
だ

こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
日
は
こ
の
定
時
総
会

に
全
道
か
ら
多
く
の
会
員

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
こ

の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、

　
１
９
５
５
年
の
発
足
以

来
、
ど
ん
な
障
害
が
あ
っ

て
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
で
普
通
に
暮
ら
し
た
い

と
い
う
願
い
の
も
と
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ

の
家
族
、
そ
し
て
支
援
者

障
が
い
の
あ
る
方
々
や
そ
の
ご
家
族
の
福
祉
の
向
上

の
た
め
、日
頃
よ
り
道
内
各
地
の
親
の
会
と
連
携
し
、

積
極
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
９
月
27
日
に
千
歳
で
開
催
さ
れ
る
全

道
大
会
は
、
第
70
回
の
記
念
す
べ
き
大
会
と
お
聞
き

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
大
会
で
は
、
育
成
会
活
動
に

係
る
最
新
の
情
報
の
報
告
や
、
人
権
、
防
災
、
育
成

会
活
動
を
テ
ー
マ
に
分
科
会
で
の
議
論
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
記
念
行
事
と
し
て
、
む
か
わ
町
国
民
健
康
保

険
穂
別
診
療
所
副
所
長
で
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
な
ど
で
広
く
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
香
山
リ
カ

の
皆
様
が
一
つ
に
な
っ
て
活
動
さ
れ
、
多
く
の
成
果

を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。
貴
会
が
発
行
し
て
い
る
「
げ
っ
ぽ
う
」
の
中
に

は
、
一
緒
に
頑
張
ろ
う
と
手
を
差
し
伸
べ
、
関
係
す

る
皆
様
と
共
に
歩
ま
れ
る
会
だ
と
い
う
こ
と
が
端
々

に
あ
り
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
私
も
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
令
和
３
年
に
特
別
支
援
教
育
の
方
向
性
を

示
し
た
「
新
し
い
時
代
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方

に
関
す
る
有
識
者
会
議
　
報
告
」
と
、
そ
の
翌
年
に
、

特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
の
向
上
に
向
け
た
「
特
別

支
援
教
育
を
担
う
教
師
の
養
成
の
在
り
方
な
ど
に
関
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す
る
検
討
会
議
　
報
告
」
と
い
う
、
教
員
の
指
導
力

向
上
に
関
わ
る
も
の
が
続
い
て
出
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
、
道
教
委
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
５
年
間
に
向
け
て
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

基
本
方
針
を
策
定
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
の
理
念
の
も
と
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な
個
性
を
互
い
に
認

め
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
貴
会
は
、
広
域
な
北
海

道
で
、
誰
一
人
、
一
人
に
し
な
い
取
り
組
み
を
さ
れ
、

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
、
支
援
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
会
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
特
別
支
援

教
育
を
今
後
と
も
支
え
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
力
を

お
借
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
道
教
委
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
皆
様
が
、
将
来
に

対
し
て
夢
や
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
花
開
く
よ
う
、
子
ど
も
真
ん
中
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度�

事
業
計
画

活
動
の
重
点

活
動
の
重
点

１
．
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
確
立
と
活
動
の
充
実
・
強
化

２
．
育
成
会
活
動
活
性
化
の
推
進

３
．
他
団
体
と
の
連
携
強
化

４
．�

障
が
い
理
解
と
合
理
的
配
慮
の
普
及
・
啓
発
活

動
の
推
進

５
．
本
人
活
動
へ
の
支
援

６
．�

広
報
・
情
報
活
動
の
強
化
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

令和６年度　決算書（予算対比正味財産増減計算書）
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 差　異
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

⑴経常収益
特定資産運用益 0 9,847 △9,847
受取会費 2,950,000 2,848,100 101,900
事業収益 800,000 814,100 △14,100
受取補助金等 7,884,000 7,851,040 32,960
受取委託費 11,350,000 11,350,000 0
機関紙頒布収入 2,952,000 2,901,300 50,700
受取寄付金 0 50,000 △50,000
雑収益 110,000 128,986 △18,986
経常収益計 26,046,000 25,953,373 92,627

⑵経常費用
事業費 18,029,000 18,127,962 △98,962

職員費 7,985,000 8,088,985 △103,985
賃金 1,260,000 1,260,000 0
会議費 20,000 19,395 605
旅費交通費 795,000 794,414 586
通信運搬費 225,000 224,583 417
手数料 4,000 3,170 830
消耗品費 111,000 110,531 469
印刷製本費 1,221,000 1,219,790 1,210
助成金 6,125,000 6,124,717 283
研修費 151,000 150,377 623
委託費 132,000 132,000 0

管理費 10,175,000 10,167,107 7,893
職員費 3,016,000 3,013,657 2,343
退職給付費用 242,000 241,330 670
福利厚生費 8,000 7,964 36
会議費 111,000 110,688 312
旅費交通費 1,181,000 1,180,189 811
通信運搬費 181,000 180,771 229
手数料 49,000 47,781 1,219
消耗品費 4,239,000 4,237,727 1,273
使用料・賃借料 435,000 434,693 307
負担金 588,000 587,500 500
委託費 77,000 77,000 ０
雑費 48,000 47,807 193

経常費用計 28,204,000 28,295,069 △91,069
評価損益等調整前当期経常増減額 △2,158,000 △2,341,696 183,696
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △2,158,000 △2,341,696 183,696

２．経常外増減の部
⑴経常外収益

経常外収益計 0 0 0
⑵経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △2,158,000 △2,341,696 183,696
一般正味財産期首残高 0 30,727,618 △30,727,618
一般正味財産期末残高 △2,158,000 28,385,922 △30,543,922

Ⅱ　正味財産期末残高 △2,158,000 28,385,922 △30,543,922

貸借対照表
令和７年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金 197,872 2,373,249 △2,175,377

未収金 246,470 263,000 △16,530

前払金 783,034 56,414 726,620

流動資産合計 1,227,376 2,692,663 △1,465,287

２．固定資産

⑴基本財産

定期預金 1,000,000 1,000,000 0

基本財産合計 1,000,000 1,000,000 0

⑵特定資産

夢基金 3,523,652 3,523,592 60

財政調整基金 23,144,553 24,316,766 △1,172,213

特定資産合計 26,668,205 27,840,358 △1,172,153

固定資産合計 27,668,205 28,840,358 △1,172,153

資産合計 28,895,581 31,533,021 △2,637,440

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払金 174,375 318,067 △143,692

前受金 11,900 0 11,900

預り金 323,384 487,336 △163,952

流動負債合計 509,659 805,403 △295,744

負債合計 509,659 805,403 △295,744

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0

２．一般正味財産 28,385,922 30,727,618 △2,341,696

（うち基本財産への充当額） 1,000,000 1,000,000 0

（うち特定資産への充当額） 26,668,205 27,840,358 △1,172,153

正味財産合計 28,385,922 30,727,618 △2,341,696

負債及び正味財産合計 28,895,581 31,533,021 △2,637,440
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道
育
成
会
の
定
時
総
会
終
了
後
、
生
活
サ
ポ
ー
ト

協
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
帯
広
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
竹
岡
好
恵
氏
を
議

長
に
選
出
し
、
議
案
の
審
議
を
行
い
、
全
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
規
約

を
全
面
的
に
改
定
し
、
今
後
、
20
名
以
上
の
会
員
が

い
る
事
業
所
、
施
設
は
支
部
と
し
て
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
事
務
手
数
料
と
し
て
１
人
当
た
り
年
間
５
０

０
円
を
支
払
い
、
支
部
活
動
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式

会
社
札
幌
支
店
長
五
十
嵐
絢
一
様
と
株
式
会
社
ジ

ェ
イ
ア
イ
シ
ー
代
表
取
締
役
中
山
雅
寛
様
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

補
償
制
度
を
ま
だ
知
ら
な
い
人
に
届
け
よ
う

畑
中
三
岐
子

会
長
　
挨
拶

会
長
　
挨
拶

を
も
と
に
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
や
助
成
事
業
を
行
い
、

生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
を
知
っ
て
も
ら
い
、

加
入
促
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
年
々

会
員
数
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ご
存
じ
な

い
方
々
へ
の
周
知
、
ご
利
用
を
進
め
る
活
動
を
今
後

も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
を
持
つ
私
た
ち
親
に
と
っ
て
、

日
々
何
事
も
な
く
過
ぎ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
こ

の
世
の
中
で
、何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
で
す
。

何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
と
い
う
こ
と
を
常
に
思

い
、
保
険
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
て
、
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

定
期
総
会
開
催

道
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
協
会
は
、
知
的
障
が
い
児
者
及
び
発
達

障
が
い
児
者
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
て
、

今
年
で
19
年
目
に
な
り
ま
す
。そ
の
間
、互
助
の
精
神

　
令
和
７
年
度
北
海
道
知
的
障
害

児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
定
期

総
会
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
事
業
推
進
に
温
か
い
ご

令
和
７
年
度�

事
業
計
画

（
抜�

粋
）

（
Ｐ
Ｒ
事
業
）

・『
げ
っ
ぽ
う
』
や
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
周
知

・
北
海
道
独
自
チ
ラ
シ
の
作
成

・『
北
サ
ポ
だ
よ
り
』
の
作
成
・
配
布

（
助
成
事
業
）

・�

各
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
が
行
う
研
修
会
な
ど
へ

の
助
成（
育
成
会
拡
大
活
動
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
事
業
）

・�「
保
護
者
会
等
開
催
助
成
金
制
度
」実
施（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

担
当
者
の
15
分
間
の
Ｐ
Ｒ
が
条
件
。
１
人
２
、
０

０
０
円
、
25
名
上
限
）

・�

本
人
の
作
品
に
よ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
・
普
及

（
研
修
事
業
費
）

・
道
育
成
会
研
修
事
業
へ
の
共
催・助
成
、「
総
合
補
償

　
制
度
」
普
及
と
加
入
者
対
応
等
業
務
の
費
用
負
担

・「
ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
」（
函
館
市
）へ
の
助
成

・�「
障
害
基
礎
年
金
」「
親
亡
き
あ
と
」「
後
見
人
制
度
」

等
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

令和７年度　収支予算書
令和７年４月１日から令和８年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

⑴経常収益
受取会費 2,769,000 2,950,000 △181,000
事業収益 800,000 800,000 ０
受取補助金等 7,844,000 7,884,000 △40,000
受取委託費 12,050,000 11,350,000 700,000
機関紙頒布収入 2,847,000 2,952,000 △105,000
雑収益 110,000 110,000 ０

経常収益計 26,420,000 26,046,000 374,000
⑵経常費用

事業費 20,097,000 18,029,000 2,068,000
職員費 7,271,000 7,985,000 △714,000
賃金 1,260,000 1,260,000 ０
会議費 ０ 20,000 △20,000
旅費交通費 800,000 795,000 5,000
通信運搬費 250,000 225,000 25,000
手数料 10,000 4,000 6,000
消耗品費 120,000 111,000 9,000
印刷製本費 1,231,000 1,221,000 10,000
助成金 6,406,000 6,125,000 281,000
研修費 2,617,000 151,000 2,466,000
委託費 132,000 132,000 ０

管理費 9,991,000 10,175,000 △184,000
職員費 3,024,000 3,016,000 8,000
退職給付費用 230,000 242,000 △12,000
福利厚生費 20,000 8,000 12,000
会議費 161,000 111,000 50,000
旅費交通費 1,200,000 1,181,000 19,000
通信運搬費 200,000 181,000 19,000
手数料 50,000 49,000 1,000
消耗品費 3,968,000 4,239,000 △271,000
使用料・賃借料 423,000 435,000 △12,000
負担金 588,000 588,000 ０
委託費 77,000 77,000 ０
雑費 50,000 48,000 2,000

経常費用計 30,088,000 28,204,000 1,884,000
評価損益等調整前当期経常増減額 △3,668,000 △2,158,000 △1,510,000
評価損益等計 ０ ０ ０
当期経常増減額 △3,668,000 △2,158,000 △1,510,000

２．経常外増減の部
⑴経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０
⑵経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０
当期経常外増減額 ０ ０ ０
当期一般正味財産増減額 △3,668,000 △2,158,000 △1,510,000
一般正味財産期首残高 ０ ０ ０
一般正味財産期末残高 △3,668,000 △2,158,000 △1,510,000

Ⅱ　正味財産期末残高 △3,668,000 △2,158,000 △1,510,000
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８
月
の
予
定

８
月
８
日
㈮　

千
歳
大
会
参
加
申
込
締
め
切
り

ル
ス
タ
ー
ズ
の
「
勝
手
に
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
」
で
す
。

乞
う
ご
期
待
。

 

（
千
歳
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
　
樋
口
　
賢
治
）

※ 

開
催
要
綱
は
道
育
成
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
参
加
の
申
し
込
み
は
、
申

込
用
紙
等
に
記
入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
８
月
８
日
㈮
厳
守
で
す
。

※ 

講
演
・
演
奏
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
公
開
。

と
も
に
学
び
、
楽
し
み
、
70
周
年
を
祝
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
希
望
者
に
は
整
理
券
を
配
布
予
定
）

「
物
価
高
騰
支
援
金
」に
関
わ
る

�
質
問
書
を
提
出（
事
業
所
協
議
会
）

　
―
―
全
て
の
事
業
所
に
支
援
金
支
給
を
求
め
る

　
令
和
６
年
度
分
の
「
医
療
・
介
護
・
障
が
い
施
設

等
物
価
高
騰
及
び
食
材
費
支
援
金
」
の
申
請
書
類
が

各
事
業
所
に
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
日
中
活
動
と

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
以
下
Ｇ
Ｈ
）
両
方
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
法
人
の
中
で
、
両
方
に
支
給
さ
る
と
こ
ろ

と
、
い
ず
れ
か
一
方
に
し
か
支
給
さ
れ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
道
の
支
給
基
準
で

は
「
同
一
建
物
内
で
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
と
日
中
活
動

系
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
額
の
大
き
い

方
に
支
給
」と
な
っ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

令
和
５
年
度
分
で
は
、
両
方
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
物
価
が
上
が
っ
て
苦
し
い
の
は
日
中
活
動
事
業

所
も
Ｇ
Ｈ
も
同
じ
で
す
。
今
年
は
ど
う
し
て
な
の
か

と
い
う
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
事
業
所
協
議
会
で
は
、
日
中
活
動
と
Ｇ
Ｈ
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
法
人
に
緊
急
に
調
査
を
行
い
、
別
々

の
建
物
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
も
支
給
さ
れ

て
い
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
疑
問
点
や
課

題
を
整
理
し
て
、
質
問
書
を
作
成
、
障
が
い
者
保
健

福
祉
課
に
提
出
し
ま
し
た
。

【
質
問
事
項
】

⑴ 

　
同
一
建
物
内
で
、
日
中
活
動
と
Ｇ
Ｈ
を
行
っ
て

い
る
場
合
、
一
方
の
み
に
支
援
金
を
支
給
す
る
理

由
は
何
か
。

⑵ 

　
登
録
住
所
が
日
中
活
動
と
Ｇ
Ｈ
で
同
一
で
あ
る

が
、
別
の
敷
地
・
建
物
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ

て
い
る
場
合
に
、
両
方
に
支
給
さ
れ
る
例
と
一
方

の
み
に
支
給
さ
れ
る
例
が
あ
る
が
、
基
準
を
明
示

す
る
こ
と
。

　
４
月
28
日
に
門
内
副
会
長
、
佐
藤
幹
事
と
事
務
局

で
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
を
訪
問
し
、
徳
田
課
長
よ

り
回
答
を
伺
う
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
支
援
金
の
総
額
が
昨
年
よ
り
減
少

し
、
入
所
施
設
の
基
準
を
日
中
活
動
と
Ｇ
Ｈ
を
同
じ

建
物
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
拡
大
し
た
こ
と
、

同
一
建
物
か
ど
う
か
、
届
け
出
に
基
づ
き
判
断
し
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
業
所
協
議
会
か
ら
は
、
人
数
な
ど
誤
っ
た
申
請

書
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
事
例
や
、
届
け
出
住
所
が

同
じ
で
あ
っ
て
も
別
々
の
建
物
で
運
営
さ
れ
て
い
る

事
例
を
示
し
、今
後
の
適
切
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
同
一
建
物
に
日
中
活
動
と
Ｇ
Ｈ
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
別
々
の
会
計
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、

本
来
両
方
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
全
事
業
所
に
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
、
検

討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

千
歳
大
会

続
報

千
歳
大
会
、
ふ
た
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
ひ
と
つ
は
、
私
た
ち
の
願
い
、「
ど
ん
な
障
が
い
が

あ
っ
て
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
普
通
に
暮
ら
し

た
い
。」
そ
ん
な
社
会
の
一
日
も
早
い
実
現
の
た
め

に
、
大
会
が
多
く
の
人
々
と
手
を
つ
な
ぐ
機
会
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
必
要

な
の
か
、
と
も
に
学
び
、
交
流
し
ま
す
。

　
ふ
た
つ
に
は
、
会
の
立
ち
上
げ
よ
り
70
年
。
そ
の

歩
み
と
数
々
の
貴
重
な
成
果
に
誇
り
と
感
謝
を
も
っ

て
参
加
者
全
員
で
大
い
に
祝
い
、
次
へ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
蓄
え
ま
す
。

《
記
念
講
演
》

　
講
師
は
香
山
リ
カ
氏
で
す
。

　
昨
年
９
月
、
石
狩
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
で
講
演
を
お
願
い
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
11
月
に
道
育
成
会
会
長

と
地
元
の
穂
別
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
田
中
会
長
に
同
行
い
た
だ
き
、正
式
な
依
頼
の
た

め
診
療
所
を
訪
問
し
、ご
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

著
書
、
連
載
多
数
。
北
海
道
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
ふ
わ

っ
と
ラ
イ
フ
」
は
３
５
０
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
演
題
は
「
す
べ
て
の
人
が
『
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
』

と
思
え
る
社
会
を
目
指
し
て
」。

　
近
著
： 『
61
歳
で
大
学
教
授
や
め
て
、
北
海
道
で

「
へ
き
地
の
お
医
者
さ
ん
」
は
じ
め
ま
し

た
』（
２
０
２
４
　
集
英
社
）

《
ダ
ン
プ
レ
演
奏
》

　
演
奏
者
は
札
幌
国
際
情
報
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

（
通
称
Ｓ
Ｉ
Ｔ
バ
ン
ド
）
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
テ
レ
ビ
番
組
や
新
聞
・
雑
誌
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
道
内
最
大
の
吹
奏
楽
部
。
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
有
名
で
す
。
特
長
は
奏
者
全
員
が
踊
り

な
が
ら
の
演
奏
。
時
に
は
歌
も
入
り
ま
す
。
椅
子
、

譜
面
台
を
使
わ
ず
、
指
揮
者
も
い
ま
せ
ん
。
北
海
道

庁
か
ら
の
依
頼
で
、
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル

ル
で
の
友
好
提
携
署
名
式
で
演
奏
。
さ

ら
に
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
演
も
。

　
今
回
は
「
千
歳
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
本
人
の
会
」
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ

演
奏
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
曲
目
は
Ｓ

Ｉ
Ｔ
バ
ン
ド
の
十
八
番
で
、
日
本
を
代

表
す
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
サ
ザ
ン
オ
ー
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北海道手をつなぐ育成会
� 事業所協議会

障がい者の願いを実現することが事業所協議会の

目的です。私たちは、『経営』と『志』の統一を

目指しています。体力のある事業所も体力のない

事業所も助け合います。あなたの事業所の入会を

待っています。�

有限会社オフィスブレイン
〒060-0032
北海道札幌市中央区北２条東３丁目２番地 札幌セントラルビル2Ｆ
TEL：011-207-2522　FAX：011-207-2523　　

〒085-0846　釧路市入舟6丁目3番19号
TEL（0154）43-1039　FAX（0154）43-1031
e-mail：npo-sunflower.946@bz01.plala.or.jp

★主な作業
☆委託作業
　（�タオルたたみ、
ハンガー清掃）

☆サブレ製造販売
☆ウエス製造販売
☆新聞紙包装販売
☆施設外就労
　（古紙回収）

特定非営利活動法人　釧路手をつなぐ育成会
サン・フラワー

★就労継続支援事業Ｂ型
☆定員　20名

手をつなぐ育成会げっぽう2025年７月号 第810号 6


